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サントリーホールディングス株式会社 
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説明者：サントリーホールディングス株式会社 

常務執行役員 川崎 益功 

 

平素から私どもの活動に対して多大なご支援を賜り、心より御礼申し上げます。 

 

① 当期業績について 

2020年度中間期、サントリーグループの業績は、 

酒税を除いた売上収益が、9,846億円、前年同期比 89.3％、 

酒税込みの売上収益が、1兆 1,053億円、前年同期比 89.8％、 

営業利益は、946億円、前年同期比 80.3％、 

親会社の所有者に帰属する中間利益は、452億円、前年同期比 75.3%となりました。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う外出自粛等の影響を受け、減収減益となりました。 

 

売上収益に占める海外の比率は約４割を占めており、今後も積極的にグローバル展開を進め

ていきます。 

 

②事業の動向について 

主なセグメントについて簡単にご説明します。 

 

＜飲料・食品セグメント＞  

売上収益は、5,501億円、前年同期比 88.1％、 

営業利益は、454億円、前年同期比 74.3％となりました。 

 

サントリー食品インターナショナル社が発表したとおり、国内において「伊右衛門」 

や「GREEN DA・KA・RA」などが販売数量を伸ばしましたが、全体として売上収益は前年 

同期を下回りました。営業利益についてもコスト削減に取り組みましたが、売上の減少が響 

き、減益となりました。 

 

＜酒類セグメント＞ 

酒税を除いた売上収益は、3,336億円、前年同期比 93.2％、 

酒税込みの売上収益は、 4,542億円、前年同期比 93.3％ 

営業利益は、623億円、前年同期比 97.3％となりました。 

全体として、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う外出自粛等の影響により、飲食店向けの

売上が減少しました。 

 

ビール事業では、当社の販売数量は前年同期比 92％となりました。 

「ザ・プレミアム・モルツ」は、さらなる“おいしさ”と“泡品質”を追求し昨年末に「ザ・



2020 年 8 月 6日 

2 

 

プレミアム・モルツ」「同〈香る〉エール」を同時リニューアルしました。また、当社ビール固

有の価値である泡にフォーカスした“神泡”プロモーションを継続しましたが、販売数量は前

年同期を下回りました。 

「金麦」ブランドは、「同〈糖質７５％オフ〉」が好調に推移し、前年同期並みの販売数量と

なりました。 

「オールフリー」は、３月のリニューアルに加え、昨年新発売した機能性表示食品「からだ

を想うオールフリー」がご好評をいただきました。 

「金麦〈糖質７５％オフ〉」「からだを想うオールフリー」が伸長している背景には、コロナ

禍において、お客様の健康志向の高まりがあると考えています。 

 

スピリッツ事業の売上収益は前年同期比９６％となりました。家庭用は堅調だったものの、

飲食店向けや免税店向けでは新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けました。 

日本では増収となりました。「こだわり酒場のレモンサワー」をはじめ、「ほろよい」やハイ

ボール缶など、ＲＴＤが好調でした。 

ウイスキーでは、「トリス」や「メーカーズマーク」が好調に推移しました。 

 

＜その他セグメント＞ 

酒税を除いた売上収益は、1,008億円、前年同期比 84.1％ 

営業利益は、92億円、前年同期比 65.3%となりました。 

 

健康食品事業は、コロナ禍におけるお客様の健康志向の高まりや、通信販売・Eコマースと

いうビジネスモデルから、「セサミン」シリーズなどが好調でした。一方外食事業は、外出自粛

の影響を受け前年を大きく下回る結果となりました。 

 

 

③2020年の見通しについて 

今年２月に発表した業績予想を取り下げ、「未定」とさせていただきます。 

新型コロナウイルス感染症は、米国で感染拡大が続いているほか、日本においても再び感染

者数が増加傾向にあり、その影響を現段階において合理的に算定することが困難であると判断

しました。 

年初に掲げた業績予想の達成は難しく、あくまで現時点での目安ですが、売上収益で対前年

５－１０％のマイナス、営業利益で２０％前後のマイナスとなる可能性があると見ています。 

 

新型コロナウイルス感染症をきっかけに、私たちの生活は、今後も大きく変化していくとみて

います。外出自粛や節約意識といった一時的な変化にとどまらず、健康志向や Eコマースなど

生活習慣や消費行動の変化が一気に加速すると考えています。 

 

プラスチックや CO２といった環境問題に対する意識の高まり、さきほども少し触れましたが

健康意識の高まり、そしてデジタルトランスフォーメーションの加速など、社会そしてお客様

の行動は大きく変化していきます。 
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そうした中、我々は、幅広い事業ポートフォリオの強みを生かし、新型コロナウイルス感染症

によって起こる変化に、受け身ではなく、自ら変化を生み出し、新たな価値、新たな需要を創

造することで、コロナに打ち克ちたいと考えています。 

 

以上、私からの説明とさせていただきます。 

今後とも、ご指導、ご支援をよろしくお願いいたします。 

 

 

以上 


